
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

回
目
接

3

種
は
令
和

年

月
頃
か
ら

4

3

接
種
開
始
予
定

令
和

年
度
コ
ロ
ナ
対
策
決
算

2

億

千

万
円

1
6
9

5

1
7

令
和

年

月

日
の
国
の

2

4

16

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、
感

染
防
止
対
策
や
市
民
生
活
へ
の

支
援
な
ど
、

項
目
の
対
策
を

45

行
っ
た
。

・
感
染
拡
大
防
止

1
・
市
民
生
活
へ
の
支
援

2
・
児
童
・
生
徒
達
へ
の
支
援

3

月

日
午
後

時
か
ら
三

少
や
減
速
。
市
の
財
政
力
及
び
サ
ー

・
市
内
事
業
者
へ
の
支
援

11

16

7

4

和
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ

ビ
ス
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か

ほ
か

ー
ル
で
「
市
長
と
語
ろ
う
ま
ち

ら
、
都
市
の
成
長
力
確
保
を
図
り
持

令
和

年
度
コ
ロ
ナ
対
策
予
算

3

づ
く
り
」
が
開
か
れ
た
。

続
可
能
な
古
河
市
を
目
指
し
た
い
。

億

万
円

18

4
3
4
2

会
場
に
は
各
行
政
区
か
ら
二

そ
の
為
に
は
「
良
い
も
の
は
磨
き

・
子
育
て
世
代
生
活
支
援

1

人
、
合
計
五
十
人
の
参
加
者
が

足
ら
な
い
も
の
は
補
う
」
な
ど
地
域

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保

2

集
ま
り
、
市
長
、
副
市
長
、
教

資
源
や
文
化
、
立
地
条
件
を
生
か
し

・
出
前
・
ほ
か
推
進
事
業

3

育
長
、
担
当
各
部
長
ほ
か
の
皆

て
都
市
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ

・
中
小
企
業
等
感
染
防
止

4

さ
ん
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い

る
。

対
策
推
進
事
業

た
。

幸
い
、
工
業
製
品
出
荷
額
や
農
業

等
、

項
目
の
支
援
事
業
を
予

19

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
数
字
か

産
出
額
は
近
年
順
調
に
伸
び
て
お
り

定
し
て
い
る
。

ら
み
る
古
河
市
」
と
い
う
こ
と

こ
れ
ら
に
プ
ラ
ス
し
て
賑
わ
い
空
間

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
対
応

で
、
近
隣
の
市
町
と
の
比
較
を

の
創
出
。
芸
術
文
化
活
動
及
び
交
流

古
河
市
プ
レ
ミ
ア
エ
ー
ル

数
字
で
示
し
、
こ
れ
か
ら
の
古

拠
点
の
整
備
。
未
来
産
業
基
盤
の
強

商
品
券
事
業
な
ど

項
目

7

河
市
の
あ
り
方
を
含
め
市
長
か

化
な
ど
に
よ
り
活
力
に
満
ち
た
、
誰

を
予
定
し
て
い
る
。

ら
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

も
が
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
魅
力
的

大
型
商
業
施
設
の
誘
致
を

少
子
高
齢
化
に
よ
り
予
測
さ
れ

な
古
河
市
を
創
出
し
て
ゆ
き
た
い
。

当
日
の
参
加
者
か
ら
は
、

る
人
口
の
推
移
は
、
古
河
市
の

「
選
ば
れ
る
都
市
」
を
目
指
し
て

市
外
へ
の
消
費
者
流
出
を
防

人
口
が

年
を
ピ
ー
ク

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お

ぐ
た
め
に
も
大
型
の
複
合
商
業

2
0
0
0

に
減
少
を
続
け
国
の
推
計
で
は

願
い
し
ま
す
と
結
ん
だ
。

施
設
を
誘
致
し
て
欲
し
い
。

年
に
は

万

千
人

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
環
境
整

2
0
4
0

11

6

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

備
や
道
路
の
補
修
な
ど
に
つ
い

市
長
か
ら
は
人
口
の
減
少
に

て
の
要
望
。

よ
り
労
働
力
や
経
済
活
動
の
減

三
和
地
区
の
小
・
中
・
高

一
貫
校
の
新
設

要
望
。

な
ど
が
寄
せ
ら

れ
た
。
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽

晩
秋
の
八
俣
を
黄
金
色
に
染
め
る

沼
影
行
政
区
の
八
坂
神
社
境
内
の
銀
杏
の
木
が
今
年
は

見
事
に
色
づ
き
、
観
る
者
を
圧
倒
し
て
い
る
。

11月21日撮影

2021年 11月 25日

古
河
市
の
人
口

年
後
に
は

万

千
人
余
り
減
少
か
？

25

2

4

【
市
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
】数
字
か
ら
み
る
古
河
市

改善センターホールで市長の説明に耳を傾ける参加者

古
河
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

収益金は12万660円でした
全額八俣小に寄付

11月7日に実施された資源ゴミ回収事業は多くの皆様
のご協力により大きな成果が上がりました。ありがと
うございました。 19地区・区長会 八俣小学校

『やまたっ子』の夢を乗せて大空の彼方に
11月19日八俣小学校で恒例の「八俣小まつり」が開かれた。今年は新型コロナ感
染症対策のため高学年限定の実施となった。 午後1時から行われた「ふうせん
飛ばし体験」は全校児童の参加で行った。毎回のこと ながらふうせんが飛ぶ瞬
間は感動を覚える。北の方角に飛んだふうせんは今年はどこまで飛んで行った
のだろう。 お便りお待ちしています!

落ち葉拾いに精を

出す児童達。集め

た落ち葉で焼き芋

にもチャレンジ



月
９
日
、
『
四
季
短
歌
会
』の
定
例
会

と
、
に
こ
や
か
に
答
え
て
く
れ
た
。

四
季
短
歌
会
詠
草

11
を
訪
ね
た
。
折
し
も
「
文
化
の
日
」
に
ち

三
十
一
文
字(

み
そ
ひ
と
も
じ)

で

令
和
三
年
十
一
月
九
日

な
ん
だ
催
事
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
最

表
現
す
る
日
本
語
の
素
晴
ら
し
さ
や

中
、
長
年
短
歌
の
世
界
に
遊
ぶ
皆
さ
ん
を

先
人
の
想
い
に
触
れ
ら
れ
る
喜
び
は

様
々
な
思
い
を
胸
に
真
子
さ
ま
は

是
非
読
者
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
も
の

何
事
に
も
代
え
が
た
い
と
・
・
・
・

背
筋
を
ピ
ン
と
今
日
旅
立
ち
ぬ

と
企
画
し
た
。

『
四
季
短
歌
会
』は
今
か
ら
二
十
数
年
前

私
の
視
線
に
写
る
秋
茜

に
、
知
る
人
ぞ
知
る
歌
人
の
高
橋
春
子
さ

弧
を
描
き
つ
つ
空
の
彼
方
へ

ん
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
会
で
あ
る
。

毎
月
一
回
、
改
善
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り

剪
定
の
足
下
に
ズ
ン
響
き
来
て

日
々
の
想
い
を
詠
ん
だ
短
歌
を
持
ち
寄
り

寝
そ
べ
る
犬
も
地
震
に
に
う
ろ
つ
く

和
気
あ
い
あ
い
と
近
況
報
告
や
世
間
話
を

交
え
な
が
ら
、
心
の
修
練
と
し
て
短
歌
を

肌
寒
し
寄
せ
鍋
つ
つ
く
老
夫
婦

息
子

詠
み
続
け
て
い
る
。

ら
の
夕
食
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
っ
て
何
？

コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
こ
数
年
は
み
ん
な
で

揃
っ
て
四
季
折
々
の
自
然
や
人
の
交
わ
る

紅
葉
の
黄
が
多
い
ね
と
バ
ス
の
中

様
な
ど
を
短
歌
に
綴
る
「
吟
行
」
は
行
え

お
し
ゃ
べ
り
し
つ
つ
八
ツ
場
へ
走
る

な
い
で
い
る
。

現
在
、
五
人
の
メ
ン
バ
ー(

代
表
者
、

写
真
上
は
改
善
セ
ン
タ
ー
で
定
例
会

中
島
公
也
さ
ん)

が
在
籍
し
活
動
し
て
い

を
行
う
皆
さ
ん
。

る
が
、
皆
さ
ん
口
々
に
「
普
段
の
生
活
の

普
段
の
生
活
の
中
や
散
歩
中
で
も

中
で
感
じ
る
四
季
折
々
の
自
然
や
営
み
の

常
に
短
歌
に
詠
ん
だ
ら
、
あ
ゝ
か
こ

一
つ
ひ
と
つ
を
短
歌
に
詠
む
事
で
、
人
生

う
か
試
行
錯
誤
が
頭
を
駆
け
巡
る
と

を
何
倍
も
楽
し
め
る
。
常
に
頭
を
使
う
事

い
う
会
員
の
皆
さ
ん
。

で
老
化
防
止
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
」

南
行
政
区
の
増
田
良
男
さ
ん
宅
の

月

日
、
第

回
茨
城
県
中
学

女
子
百
㍍
障
害
の
記
録
更
新
は

年
ぶ

10

27

61

15

庭
に
鎮
座
す
る
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ
が
紅

校
新
人
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
が

り
と
な
る
快
挙
で
あ
っ
た
が
本
人
は

秒
13

葉
真
っ
盛
り
と
な
り
日
本
の
秋
を
満

笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
か

台
を
目
指
し
て
い
た
の
で
残
念
と
の
コ
メ

喫
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
。

れ
た
。
百
㍍
障
害
に
出
場
し
た
三
和

ン
ト
を
残
し
た
。
中
学
校
に
入
り
指
導
者

今
年
の
春
に
紅
梅
の
開
花
で
取
材

中
一
年
、
香
取
奈
摘
さ
ん
は
予
選
で

の
青
木
先
生
の
勧
め
で
ハ
ー
ド
ル
競
争
に

に
訪
れ
た
際
、
樹
形
の
素
晴
ら
し
さ

大
会
新
の

秒

を
た
た
き
出
し
、

挑
戦
を
始
め
た
香
取
さ
ん
。

月
の
県
総

14

25

7

に
驚
き
紅
葉
時
の
秋
に
は
是
非
拝
見

更
に
決
勝
で
は

位
に
一
秒
以
上
も

体
で
優
勝
、

月
の
関
東
大
会
で
は

位

2

8

2

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
た
モ

離
す

秒

と
更
に
記
録
を
更
新
し

入
賞
と
い
う
急
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
小

14

13

ミ
ジ
で
あ
る
。
写
真
上

月

日
撮

て
優
勝
し
た
。

学
生
の
頃
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
青
木

11

21

影

葉
に
隠
れ
幹
が
見
ら
れ
な
い
の

先
生
は
、
「
来
年

が
と
て
も
残
念
だ
が
、
根
元
の
大
き

の
全
国
大
会
で
は

さ
や
形
は
絶
品
で
あ
る
。

秒
台
に
乗
せ
入

13

こ
の
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ
は
昭
和

年

賞
を
狙
え
る
」
と

13

生
ま
れ
の
良
男
さ
ん
が
生
ま
れ
た
時

期
待
を
膨
ら
ま
せ

に
は
既
に
あ
っ
た
と
い
い
、
推
定
百

て
い
た
。
素
晴
ら

年
以
上
は
超
え
て
い
る
と
い
う
。

し
い
指
導
者
と
巡

消
毒
や
肥
料
や
り
な
ど
普
段
の
手

り
会
い
、
大
き
な

入
れ
も
欠
か
さ
な
い
そ
う
で
モ
ミ
ジ

目
標
に
向
か
い
前

特
有
の
テ
ッ
ポ
ウ
ム
シ
に
は
特
に
注

進
す
る
奈
摘
さ
ん

意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し

に
乞
う
ご
期
待
。

ど
う
し
て
も
譲
っ
て
欲
し
い
と
い
う

写
真
は
尊
敬
す
る

方
が
お
り
、
こ
の
名
木
も
「
今
年
が

指
導
者
の
青
木
先

見
納
め
」と
な
り
そ
う
と
増
田
さ
ん
。

生
と
奈
摘
さ
ん
。
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短
歌
を
詠
み
続
け
二
十
幾
年

友
と
会
え
る
喜
び
が
心
を
支
え
る

息
を
の
む
よ
う
な
景
色
に
思
わ
ず
立
ち
尽
く
す

樹
齢
百
年
を
超
え
る
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ

夢
に
向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら

年
ぶ
り
の
大
会
新
記
録

三
和
中

香
取
奈
摘
さ
ん

15

カラーの紙面が見
られるＱＲコード

八
俣
小
学
校
が

外
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

八
俣
小
学
校
校
舎
の
外
壁
塗
装
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
令
和

年
4

3

月

日
ま
で
の
期
間
で
施
工
さ
れ
る
。

15
来
年
の
新
入
生
は
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
校

舎
で
新
学
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

写
真
左
、
足
場
が
設
置
さ
れ
た
校
舎

緑育授業
八俣小学校・地球環境を学ぶ

緑の大切さを学ぶ授業

私たちの仕事である木のお医
者さん(樹木医)に始まり、日本や
世界の樹木をクイズ形式で行い、
興味を持ってもらった。そして、木
は何を食べて 生きていて、私た
ちにどのような恩恵を与えてい
るのかを学んでもらった。生徒さ
んは積極的に手をあげて楽しそ
うに授業を受けていた。

「ブロコッリーの木」
樹勢回復

校庭にあるスダジイの木、通称
「ブロッコリーの 木」を元気にする
ためにコンプレッサーという機械
で空気を送り、根っこの周りの土を
取り、根っこに肥料をあげる治療
をおこなった。生徒さんには肥料
をあげるお手伝いをしてもらった。

樹勢回復の体験授業

木の大切さを知ってもらったあとは実
際にブロッコリーの木の下で根っこを
触って見てもらった。 また、元気にな
るように肥料入りの土を入れても ら
い樹木医の体験をした。また、木を観察
した りドングリを拾ったりと興味津々
な様子。写真左

令和3年11月19日

感想まとめ
授業の最後にはブロッコリーの木が

栄養を吸い取れるように柔らかい土を
保てるように、 「木の周りに近づかな
い、踏みつけない」という大切な約束
をした。樹木について学び、根っこを
見たり触ったり、とても貴重な体験に
なったと思う。樹木の存在を身近に感
じ、大切にするきっかけになれば嬉しい。

樹木医補 フルヤ緑販 石川晴久

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


